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●新年のご挨拶

●第17回公民館まつり

●壬生町健康ロードレース大会

●確定申告日程
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壬生町長

　清水　英世

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

の
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

び
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
五
年

心
よ
り
お
慶

　
　
　
昨
年
は
、
ア
テ
ネ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
選
手
が
目
ざ

　
　
ま
し
い
活
躍
を
し
、
日
本
国
民
は
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

　
　
た
が
、
国
内
の
景
気
が
な
か
な
か
浮
揚
せ
ず
、
度
重
な
る
台
風

　
　
の
襲
来
、
そ
し
て
、
中
越
地
震
発
生
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

　
　
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。
県
内
を
見
ま
す
と
、
足
銀
の
破
綻
以
来
、

　
　
県
内
経
済
の
低
迷
が
続
き
、
各
市
町
村
と
も
大
変
厳
し
い
行
財

　
　
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
も
そ
の
例
に
も
れ

。
一
・
　
ず
、
財
源
の
確
保
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
国
で
は

　
　
三
位
一
体
の
改
革
の
名
の
も
と
に
、
補
助
金
や
交
付
金
の
削
減
、

　
　
さ
ら
に
地
方
交
付
税
の
削
減
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
方
の
行

　
　
財
政
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ

　
　
れ
ま
す
。

　
　
　
し
か
し
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り

　
　
越
え
て
、
着
実
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

。
・
　
と
も
皆
様
方
の
格
別
の
ご
指
導
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

　
　
上
げ
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
、
町
村
合
併
五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た

り
ま
す
。
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
行
事
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
、
ま
ち
の
一
層
の
活
性
化
を
回
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書
館
も
開
館

心

二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
し
た
が
っ
こ
、
町
村
合
併
五
十
周
年
こ
孝
一
血
路

記
念
行
事
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ヽ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
ず
ぎ
玉
誕

に
且
寸
画
言
回
≒
、
盛
り
あ
げ
尚
尚
え
　
…
…
…
…

1 1
・
・ 作
・
詣

　
さ
ら
に
お
も
ち
ゃ
博
物
館
も
開
館
十
周
年
を
迎
え
ま
１
　
　

７
づ
に
皿
四

す
で
に
ジ
す
フ
マ
棟
を
増
築
し
さ
ら
に
魅
力
あ
る
博
物
館
を
咄

匹
皿

目
指
す
こ
と
と
し
、
国
土
交
通
省
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
導
必
読
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
　
・
・

入
し
て
、
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
夏
ご
ろ
に
は
完
成
　
　
　
濯
切

予
定
で
す
が
、
お
も
ち
ゃ
の
企
画
展
と
と
も
に
、
ジ
ブ
リ

バ
Ｊ
ｌ
ｗ
匹
皿
皿

ド
ド
レ
レ
社
長
。
。
。
震
ュ
霧
雪
匹

　
こ
の
よ
う
に
、
本
年
は
町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
事
業
　
　
　
　
・
印
だ

に
レ
ス
マ
き
る
だ
に
明
昌
話
題
や
提
供
す
士
と
わ
　
　
・
嘩

ご
匹
一

少
し
で
も
壬
生
町
の
将
来
に
夢
が
持
て
る
よ
う
な
町
の
活
匹
　
　
３
牛
説

に
つ
な
が
る
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
　
『
一
律
旅
愁

　
宍
に
本
年
百
全
国
規
模
の
第
十
二
回
言
本

池

ケ

ス
タ
イ
ン
共
進
会
栃
木
大
会
・
第
四
回
全
日
本
ジ
ャ
犬
ン
ー
　
　
言
皿
珍
貴
ご

斐
据
本
大
会
が
ヽ
大
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
・
全
国
か
６
　

１
　
１
心
『

彿
子
心

数
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
町
で
も
積
極
的
に
島
貫
庁
拒

レ
、
親
告
昆
ビ
に
む
努
め
、
大
会
心
盛
り
あ
げ
町
の
海
帚
・
軋
誉
万

化
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
鯵
三
谷
次
兄

　
さ
て
、
昨
年
は
、
市
町
村
合
併
に
揺
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
諭
胆
価
が
始
幌

国
の
財
政
危
機
に
伴
う
市
町
村
合
併
推
進
の
流
れ
の
中
で
、
水
玉
・
　
。
を
実
施
に

町
で
も
宇
都
宮
と
の
合
併
推
進
の
署
名
活
動
な
ど
の
動
き
が
弗
胆
　
り
ま
し
だ

り
ま
し
た
。
合
併
に
つ
い
て
は
、
石
橋
消
防
組
合
参
加
町
で
の
五
。
　
道
花
ま
づ

合
併
や
宇
都
宮
と
の
合
併
な
ど
が
持
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
町
と
且
・
　
ル
、
は
に

し
て
も
、
町
の
将
来
に
か
か
お
る
大
事
な
こ
と
で
も
あ
り
、
ば
・
。
・
。
　
町
の
活
性

ろ
い
ろ
な
検
討
組
織
に
属
し
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
　
　
も
ち
乍
の
、

ト
な
ど
を
考
察
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
　
　
な
ま
ち
白

本
町
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
国
の
財
政
事
情
に
起
因
す
　
　
変
嬉
し
聯

る
町
村
合
併
に
即
対
応
す
る
の
で
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
、
　
　
　
さ
て
、
ｆ

当
分
の
開
白
立
の
歩
み
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
　
　
す
べ
き
平

て
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
と
思
　
　
年
に
ふ
今

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
着
実
　
　
存
じ
ま
す
。

に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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一

下
水
道
な
ど
社
会
資
本
整
備
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
ゴ
尚
齢
化
・
少
子
化
対
策
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ま
た
、
目
本
の
将
来
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全
な

発
達
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
へ
寸
/
(
＼
/
y
.
　
　
　
　
　
ノ
☆
士
才
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
＼

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
壬
生
町
議
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
は
、
合
併
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
関
、
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な

ど
都
市
基
盤
の
整
備
が
着
実
に
進
み
、
人
口
約
四
万
を
擁
す

る
町
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
町
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支

援
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
壬
生
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
全
国
的
に
は
災

‥‥やＳブ

壬生町議会議長

　　田中　一男

ヽ一

存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
内
小
中
学
校
の
教
育
の
充
実
強
化

を
図
る
こ
と
が
何
よ
り
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
議
会
を
始
め
、

町
民
各
位
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
支
援
に
よ
り
順
調
に
進
ん
で
お

゛
゛
／
／
ｘ
、
　
へ
／
、
ン
☆
へ
☆
☆
）
う
子
心
…
…
言
づ
へ
壮
言
二
上
り
○
ヅ
ゾ
上
応

害
の
発
生
、
治
安
の
悪
化
等
暗
い
話
題
が
多
い
一
年
で
あ
腿

ま
し
た
が
、
本
町
で
は
、
こ
れ
と
言
っ
た
災
害
も
な
く
、
比

較
的
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
Ｉ
Ｉ
司

　
ま
た
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
で
心

大
変
厳
し
い
行
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
、
｛

先
ほ
ど
清
水
町
長
の
ご
あ
い
さ
つ
の
中
に
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
た
も
の

と
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
ｙ
・
・
・
】

　
そ
こ
で
私
か
ら
は
、
今
後
の
行
政
課
題
に
つ
い
て
、
幾
同

か
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
Ｊ

　
ま
ず
は
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
方
分
権
時
代

と
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見
直
す
三

位
一
体
改
革
の
全
体
像
が
示
さ
れ
て
き
て
参
り
ま
し
た
万

　
平
成
十
七
年
度
国
の
予
算
編
成
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
’
・

の
総
額
が
前
年
度
並
み
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
応
の

を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
行
財
政
運
営

り
ま
す
。
し
か
し
ヤ
三
位
一
体
の
改
蒸
か
進
悠
望
・
町
匈
悩
財
感
Ｉ
奮
一

門
言
丿
斜
特
に
詣
顛
詳
刊
ｕ
］

願
い
申
し
上
げ
ノ
年
賜
の
あ
い
さ
づ
首
顎
瑞
が
、
皆
望
黎
啓
l
l
l
l
i
7
y
j

た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
が
自
主
的
、
主
体
的
塀
．
　
ｔ

行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
精
査
を
行
い
、
抜
本
的
な
改
革
を
　
上

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
　
一
。
‐

　
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
本
肛

議
会
に
お
い
て
も
、
去
る
十
二
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

　　　　………,………．‥．‥＿　，．．ダ，1･
議
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2/260･27＠
午前９時～午後５時

◆お茶席

回顧1壬生中央公民館
●ご家族おそろいでお出かけ下さい。

2/27(日)(午前lo時～午後３時まで)

お気軽にご利用下さい１席200円

◆第15回壬生町消費生活展
　　　　(壬生町消費老友の会)

2/26(土)・27(日){午前1噂~午後4暗ま1,}

《テーマ》地球環境はあなたとわたしの足兄から

●消費生活相談

　　オレオレ詐欺を防ごう架空請求による被害を防ごう。

●地産地消のすすめ

　　地元の農産物を食べよう。

[実演コーナー]

　ファッションフラワー作り・アクリルたわし作り・
　フィルムケースの貯金箱

４

ご

IEjﾉ嫉

ﾉ

11……

⑤花の即売コーナー　26 ・ 27日

　(ガールスカウト)

乙仁焼そば･豚汁販売ｺｰﾅｰ　27日

　(青少年クラブ)

⑤その他

※即売した益金の一部を社会福祉のために寄附させていただきます。

町歴史民俗資料館「友の会」第12回作品展
◆期　間／３月26日(土)～４月３日(日)

◆会　場／壬生町立歴史民俗資料館展示室

◆内　容／展示品｢はにわ、縄文土器、拓本(歌碑・絵碑・句碑)、近世壬生の古文書研究｣

　　　　　作品即売｢はにわ、土器、アクセサリーなど｣

◆五段ばやし実演(七ツ石五段ばやし保存会)３月26日出のみ

◆問合わせ／町歴史民俗資料館　酋82-8544

問い合せ先　壬生中央公民館・稲葉地区公民館・南犬飼地区公民館

　　　　　　TEL 82-0108㈹TEL 82-7374　TEL 86-0031



　　　～

ヅ
生活に潤いと楽しさを与える

~
7
S
I
‘
o

◆ス苧。……ジ部門発表会

童謡を歌う集い・大正琴・民舞・新舞踊・少年少女合唱団・着付け教室

太極拳・ハワイアンダンス・いきいき元気体操・バレエ・フォークダンス

コーラス・ギター・マジック・よさこい

(

4 4

1 1 一 一 . 　 皿

５

◆作品展（実演・体験ニトサーも有９ます）

2/26(土)･27(日)(27日は午後4時まで)

ちぎり絵・レザークラフト・版画・ふくベー刀彫

陶芸・籐工芸・押し花絵・手づくりネクタイ

日光彫・写真・七宝焼・布押絵・絵画・抱き人形

木目込み人形・編物・デザインフラワー・書道

ステンドグラス・水墨画・竹工画・生花・園芸

絵手紙・和紙人形・トールペイント

主催：第17回壬生町公民館まつﾘ実行委員会
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町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
中
嶋
文

一
郎
会
長
）
に
よ
る
人
権
講
話
・
映
画

会
が
、
Ｈ
月
1
9
目
壬
生
中
学
校
、
Ｈ
月

3
0
目
壬
生
東
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
お
互
い
の
人
権
を
認
め
、

守
る
こ
と
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
に
対
し
て
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
小
学
生
に
対
し
て
は
、
初
め
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
壬
生
中

学
校
で
の
講
話
会
で
は
、
高
橋
弘
行
委

員
か
ら
「
人
と
い
う
文
字
が
示
す
よ
う

に
、
ど
ち
ら
か
片
方
が
な
い
と
倒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
の
人
柄
、
人
格

を
認
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
の
講
話
の
後
、
実
際
に
い
じ

め
を
受
け
た
中
学
生
の
気
持
ち
を
作
文

な
ど
に
紹
介
さ
れ
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
、
真
剣
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
年
か
ら
６
年
生
を
対
象
に

行
わ
れ
た
壬
生
東
小
学
校
の
講
話
会
で

は
、
石
崎
典
子
委
員
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ

に
身
長
や
体
重
、
顔
な
ど
が
違
う
か
ら

い
い
の
で
、
み
ん
な
が
同
じ
で
は
お
も

し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く

の
友
だ
ち
を
作
り
、
み
ん
な
仲
良
く
、

自
分
を
大
切
に
し
友
だ
ち
も
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
優
し
く
話
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
石
崎
委
員
か
ら
時
折
意

見
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
真
剣
に
人
権

と
い
う
難
し
い
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

-

第４回|壬生町糖籐交流=おkフ大喪

　(11月16日栃木ヶ丘ｺﾞﾙﾌ倶楽部6ﾁｰﾑ参加)

へ

擁
護
委
員
に

　
鯉
沼
玲
子
氏
が
委
嘱
さ
れ
る

　
鯉
沼
玲
子
氏
（
下
稲
葉
）
が
、
平
成
1
7
年
１
月
１
日

付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
に
関
す

る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
自
主
的
解
決
へ
の

適
切
な
処
置
を
執
る
ほ
か
、
街
頭
啓
発
活
動
や
小
・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
人
権
講
話
・
映
画
会
な
ど
を
通
し

て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
こ
ち
ら

う
な
ど
人
権
意
識
の
高
揚
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

成　績

団体ネットの部 グロス ネット

優　勝　　藤　井 510 442.8

準優勝　　万　町 537 446.8

団体グロスの部 スコア

優　勝　壬生町ｺﾞﾙﾌ会 485

準優勝　下　横　町 493

個人ネットの部 グロス ネット

優　勝　村山　仁 81 66.6

準優勝　越　　利男 85 68.2

第３位　毛塚　安彦 90 68.4

個人グロスの部 スコア

優　勝　福田　直司 73

準優勝　相田喜久夫 73

第３位　毛塚　　進 73

-
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　　　　各部門の上位入賞者（敬称略）

特小学生男子3kmコース

　第一位　刀川　　翼　壬生北小６年12分03秒66

　第二位　渡辺　翔大　安塚小５年12分10秒53

　第三位　谷口　　翔　睦　小５年12分31秒30

⑩小学生女子3kmコース

　第一位　大久保歩美　安塚小５年12分47秒72

　第二位　染谷さやか　睦　小６年13分56秒16

　第三位　野呂　祥子　睦　小４年14分28秒08

⑤中学生女子3kmコース

　第一位　梁島エリカ　壬生中２年11分13秒97

　第二位　田中ひとみ　壬生中１年11分25秒33

　第三位　高田　晴奈　壬生中３年12分05秒17

⑥一般女子3kmコース

　第一位　田中めぐみ　11分49秒90

　第二位　橋本　莉乃　12分34秒68

　第三位　石原　由美　13分50秒88

⑩一般男子（40歳以上）3kmコース

　第一位　中川　　均　11分55秒91

　第二位　上田　　明　12分24秒58

　第三位　馬草　光雄　13分22秒99

⑩中学生男子6kmコース

　第一位　山川　慶一　壬生中３年20分39秒66

　第二位　山川　勝久　壬生中２年23分27秒28

　第三位　鈴木　信彦　壬生中１年23分27秒46

⑩一般男子6kmコース

　第一位　国分　直樹　21分21秒61

　第二位　根本　龍典　22分22秒39

　第三位　黒子　　勇　23分06秒60

参親子ペア2kmコース

　第一位　小口英之・雄生（睦　小）7分47秒47

　第二位　奥田成治・光希（安塚小）8分40秒27

　第三位　伊沢智也・大樹（安塚小）8分45秒83

7

　
1
2
月
５
日
、
第
1
3
回
壬
生
町
健
康
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
（
主
催
：
壬
生
町
・
壬

生
町
教
育
委
員
会
・
壬
生
町
体
育
協
会
・

壬
生
町
体
育
指
導
委
員
会
）
が
、
町
総

合
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
と
し
て
、

隣
接
す
る
総
合
公
園
内
を
周
回
す
る
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
2
8
1
名
が
参
加
し
、
８
部
門
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
大
勢
の
家
族
や
友
達
が
声

援
す
る
な
か
行
わ
れ
、
６
部
門
で
前
年

の
タ
イ
ム
を
上
回
る
好
記
録
が
で
る
な

ど
、
大
変
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
梁
島
エ
リ
カ
さ

ん
（
中
学
生
女
子
３
1
1
）
、
中
川
均
さ

ん
（
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
３
1
1
）
、
山

川
慶
一
さ
ん
（
中
学
生
男
子
６
㎞
）
、



所得税の還付申告='はお早めに！

確定申告をすることで、納めた所得税が戻る方は、早めの申告がお勤めです！

､､還付申告は、栃木税務署において、１月から受け付けています。

確定申告をすると納めた所得税が戻る方は、すでに年末調整がすんでいる方で、

コマイホームを住宅ローンなどで取得した場合（住宅借入金等特別控除）

に多額の医療費を支払った場合（医療費控除）

⑤災害や盗難にあった場合（雑損控除）など

還付申告に使用する申告書や申告書の書き方が載っている『所得税の確定申告の手引き』は、栃

木税務署にありますので、必要な書類は事前にお問い合わせください。

還付会の受け取りは本人の預貯金口座への振込みが便利です。手続きは、銀行・郵便局などの金

融機関名と口座番号を記入するだけです。

問合せ先　所得税の申告　栃木税務署　昔22-1716　〒328-8666　栃木市本町17番７号

　　　　　住民税（町県民税）の申告　町総務部税務課　昔8ト1817

８

告されることを します

聊差=書の作成は便利なホームページで

　　　　　　　　　　　関東信越国税眉・税務署
　国税庁のホームページではパソコンで確定申告書が作成できる「所得税の確定申告書作成コーナー」

を提供しています。

　同コーナーでは、人力両面のガイダンスに従って必要項目を人力し、カラープリンタで印刷する

ことにより申告書が簡単に作成できます。

　作成した申告書は、添付書類とともにそのまま郵送などで税務署に提出することができますの

で、ぜひご利用ください。

　国税庁ホームページのアドレス

　http://www.nta.go.jp

.詳しくは、最寄りの税務署又は税務相談室へお尋ねください。

’問合せ先　栃木税務署　昔22-0885

　　　｢クリスマスイペント｣

　　おもちや博物館　12月23日

大勢の家族連れで賑わいました。

　　｢稚児行列｣

11月29日　雄琴神社

ツ
な
吏
ｙ
砕
郭
＆



確定申告=4ま期限内に！
　住民税・所得税の申告は、平成17年２月15日（税務署は２月16日）から３月

15日までです。

　町では、次の表のとおり各会場において申告受付を実施いたします。例年、申告期間の終了

間際になりますと、会場が大変混雑しますので、なるべ＜日程表の該当日に申告＜ださるよう、

よろしくお願いいたします。

月日（曜日）

申告該当地区（大字単位）

ゐ、　　日7　　場　　　午前の部

午前９時～11時30分

　　午後の部

午後１時～４時

２月15目（火） 羽　　　生　　　田

稲葉地区公民館
２月16日（水） 下　　　稲　　　葉 福和田1～999番地

２月17日（木） 上　　　稲　　　葉 福和田1000番地～

２月18日（金） 七　　　ツ　　　石

２月19日（上） あけぼの町、寿町 中泉、若草町

南犬飼地区公民館

２月22日（火） 助　　　　　　　谷 北　　　小　　　林

２月23日（水） 緑町一・二丁目 緑町三・四丁目､いずみ町

２月24日（木） 幸町一・二丁目 幸町三・四丁目

２月25日（金） 国　　　　　　　谷 上田、落合一丁目

２月26日（土） 安塚　1～859番地 安塚860～899番地

３月１日（火） 安塚900～1000番地 安塚1001～1200番地

３月２日（水） 安塚1201～2050番地 安塚2051～3400番地

３月３目（木） おもちゃのまち一～四丁目 落合二・三丁目

３月４目（金） 駅東町、壬生丙 壬　　　生　　　甲

壬生中央公民館

３月５日（土） 表　　　　　　　町 藤　　　　　　　井

３月８日（火） 至宝一・二丁目 至宝三丁目、中央町

３月９日（水） 本　丸　一　丁　目 本　丸　二　丁　目

３月10日（木） 壬生丁　1～125番地 壬生丁126～159番地

３月11日（金） 壬生丁160～229番地 壬生丁230～300番地

３月12日（土） 大　　　師　　　町 壬　　　生　　　乙

３月15日（火） 通　　　　　　　町 元　　　　　　　町

★次の方は町会場での申告受付は出来ませんので、税務署において確定申告をすることになります。また、

下記以外でも申告内容により税務署での確定申告をする必要がある場合があります。

　　個人売買等による譲渡所得（土地・家屋・株券等）がある方。

　　青色申告をされている方。

★お持ちいただ＜書類等

　印鑑、源泉徴収票、社会保険料（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料《国民年金保険料は、

社会保険事務所（国）が納付の取り扱いをしていますので、控除を受ける場合は、必ず領収書を持参して

ください｡》）の領収書等、生命保険料や損害保険料の控除証明書、その他所得控除や税額控除を受けるの

に必要な書類、金融機関の口座番号の控え等。

★問い合わせ先　　町総務部税務課町民税係　昔81－1817

9
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まちのわだい

　下野農協壬生トマト部会（部会長落合義治・会員農家21戸）では、地元産

のトマトを昧わってもらおうと、12月21日、壬生町授産施設「むつみの森」

と、壬生町子ども発達支援センタードリームキッズに、トマト24kgを昨年に

続いてプレゼントしました。

　この日プレゼントされたトマトは「麗容」という品種で、糖度が高く［］持

ちも良く、昧も大変おいしいと評判の高いものです。

　部会長から「むつみの森」を代表して益子愛さんと田中健太さんに手渡さ

れたトマトは、サラダ等でおいしくいただきました。

　須藤清司さ

癩|震;7;
言言………'万……栃

会　　　　……，

もちや博物館

　年の瀬を迎えた12月26[]、おもちや博物館恒例のもちつき会が、ボランティア

のみなさんの協力で開催され、大勢の家族連れで賑わいました。

　つきたての餅は、あんこやきな粉、納豆、辛み餅にして入館者に配られると、

おいしいおいしいと言ってほおばっていました。また、もちつき体験では、並ん

で順番を待つほどの人気で、普段経験できないもちつきを楽しんでいました。

………,｡｡,｡｡｡｡,｡｡｡｡｡………

「
｡
円遊会」心の豊かさと暖かいおつきあい　

……………｡,,｡………，

壬生町社会福祉協議会
　11月22 ・ 29の２日間、町社会福祉協議会主催（石川昭三会長）の

「円遊会」が、町保健福祉センターで開催されました。

　これは、高齢社会のおとずれのなかで、一人暮らし世帯や高齢者夫

婦匪帯が年々増加していることを踏まえ、地域の人たちやお年寄り同

士の交流を深め、楽しいひとときを過ごしていただこうと毎年開催さ

れているものです。

　今回は、壬生束小学校と羽生田小学校の児童と一緒に昼食を摂った

り、民話の会による民話、芦美会並びにすみれの会による大正琴や、

児童の合奏や合唱を聴いて、楽しいひとときを過ごしました。

り″　　　　　　　　　　…

…
……,jy=1;宍｡JJJ11;:;;1,J1万,J11111,;万;gii=;;lil警11四S

木県統計協会名誉姿･I･浪漫彰●｡･

　11月30目、宇都宮市文化会館において第42回栃木県統計大会が開催され、その

席上、須藤清司さんが、栃木県統計協会名誉会長表彰を受賞しました。

　須藤さんは、平成７年から国勢調査をはじめ、工業統計調査など各種調査に従

事され、統計調査の発展に貢献されています。
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　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せください

町内保育園にイチゴをプレゼントづ､.･･､･1､=……………=･･ヽ一回

ニ･･　　　　　壬生町毎出荷組合………7･.･.

12月10日、いなば保育園において、壬生町苗出荷組合（梁島安男組

合長）から、町内保育園に地元産のイチゴがプレゼントされました。

　イチゴのプレゼントは、「地元のイチゴを保育園の子供たちに食べ

ていただきたい｡」と、いなば保育園のクリスマス会に合わせ、昨年

に引き続いて行われたものです。

　保護者が見守る中、園児を代表して、鈴木浩夢くんと荒川弥寿乃ちゃ

んがイチゴを受け取りました。

　プレゼントされたイチゴは、町内の各保育園に分けられ、お昼やお

やつの時間などに園児に配られました。

｀心゛

　　　,授庸施設『むつみの森』から………･.=ｴ,,.,ご.,..=………….……,,..,m｡,.，

　　一lj･-……-‥･.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・･････一i
lli."゛'…………………　　　　企業に就職第１倚一生…………

　
授
産
施
設
『
む
つ
み
の
森
』
で
は
、

障
害
を
持
つ
方
に
作
業
や
集
団
生
活
を

通
し
て
、
生
活
指
導
や
職
業
指
導
を
行

い
、
社
会
に
参
加
し
自
立
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
程
、
通
所

さ
れ
て
い
る
林
薫
さ
ん
が
、
東
武
食
品

サ
ー
ビ
ス
（
株
）
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
営
業

部
掲
協
医
科
大
学
病
院
店
（
片
野
泰
道

店
長
）
に
採
用
さ
れ
、
元
気
に
仕
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障
害

を
持
つ
方
が
▽
人
で
も
多
く
社
会
に
巣

立
っ
て
ほ
し
い
と
、
町
内
外
の
企
業
を

訪
問
し
、
障
害
を
持
つ
方
の
実
習
訓
練
・

試
験
雇
用
の
受
入
を
要
請
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
1
6
年
３
月
、
濁
協
医
科
大
学

の
病
院
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る

東
武
食
品
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
で
、
実
習

生
の
受
入
を
了
承
い
た
だ
き
、
そ
の
後

の
就
業
訓
練
等
を
経
て
、
1
2
月
７
日
、

採
用
と
な
り
ま
し
た
。

一

　
今
回
、
採
用
の
き
っ
か
け
と
な
る
実

習
訓
練
・
試
験
雇
用
の
受
入
を
さ
れ
た

片
野
店
長
は
、
「
本
人
（
林
さ
ん
）
　
の

性
格
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
気
分
に
ム

ラ
が
無
く
、
い
つ
も
同
じ
ベ
ー
ス
で
誰

に
で
も
声
を
掛
け
て
い
く
の
で
、
他
の

従
業
員
と
も
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
と

思
っ
た
。
受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、

会
社
と
し
て
は
▽
人
は
一
人
と
し
て
み

る
の
で
と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
が
、
中
に

は
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
が
い

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、
ま
ず
は
チ
ャ

ン
ス
を
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
さ
ん
の
就
業
を
支
援
し
て

き
た
、
栃
木
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で

協
力
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
吉

田
路
子
さ
ん
や
壬
生
町
授
産
施
設
「
む

つ
み
の
森
」
で
は
、
「
今
回
の
採
用
は

大
変
あ
り
か
た
く
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
他
の
通
所
者
が

授
産
施
設
で
満
足
せ
ず
、
企
業
で
働
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
ま
た
、
他
の

企
業
で
も
障
害
者
の
雇
用
の
門
戸
拡
大

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
ご
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

・
：
障
害
者
就
業

　
　
　
支
援
機
関
紹
介
…
一

と
ち
ぎ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

音
8
6
－
８
９
１
７
（
社
会
福
祉
法
人

せ
せ
ら
ぎ
会
内
）

栃
木
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

昔
０
２
８
－
６
３
７
１
３
２
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栃
木

音
2
2
１
４
１
３
５

壬
生
町
授
産
施
設
『
む
つ
み
の
森
』

音
8
2
１
６
１
７
４

　
　
　
お
　
　
　
願
　
　
　
い
　
　
一

　
授
産
施
設
「
む
つ
み
の
森
」
で
は
、

利
用
者
の
方
が
タ
オ
ル
を
材
料
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
大
変
評
判
が
よ
く
、
材
料
で

あ
る
タ
オ
ル
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
タ

オ
ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
タ
オ
ル
は
新
品
の
も
の
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
受
付
先

・
町
役
場
福
祉
t
　
6
;
8
1
－
１
８
２
９

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
保
健

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
７
８
９
９

・
授
産
施
設
「
む
つ
み
の
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
６
１
７
４
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古谷奈穂ちゃん（緑町三丁目）

　　　　（H 15. 1.7生）

すとうしおり須藤栞里ちゃん（上町）

　　　（H16. 1.30生）

くりはらかれん栗原歌恋ちゃん（福和田）

　　　　（H15. 1.5生）

心

l
‐
＆
‐
.

すがゆうき須賀悠揮ちゃん（緑町二丁目）

　　　　　（H16. 1バ生）

よしばともや殴葉智也ちゃん（緑町一丁目）

　　　　　（H14.1.13生）

伊藤巧真ちゃん（六美町南部）

　　　　（H16. 1.18生）

　
子
ど
も
遊
び
・
９
び
憩

‐
卵
綴
￥
叙
説
ケ
タ
ト
総
＝
4
1
1
無
題

わ
が
吸
の

　
？
イ
ド
ａ

　次回は３月生まれのアイドルを募集します。

（締切２月21日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

　
1
2
月
1
8
日
、
壬
生
小
学
校
の
体
育
館

に
お
い
て
、
子
ど
も
遊
び
・
学
び
塾
が

開
催
さ
れ
、
小
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
み
は
、
子
ど
も
遊
び
・
学

び
塾
実
行
委
員
会
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
共
催
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
障
害
者
の
方
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
栃
木
県
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
方
を
招
い

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
小
学
生
1
5
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
1
4
名
が
参
加
し
、
車
椅
子
の
練
習
か

ら
始
ま
り
、
車
椅
子
に
慣
れ
る
た
め
の

リ
レ
ー
や
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
か
ら
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
車
椅
子
の

乗
り
方
に
す
ぐ
に
憤
れ
、
試
合
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
の
佐
々
木
会
長
か
ら
、
「
障
害

者
が
家
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
ご

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

-
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民生委員・児童委員は

あ腿怨題誦朧漣ｌ　濃r曝
お手伝いをします/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
平
成
1
6
年
1
2
月
１
日
付
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
6
8
名
の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
何
か
に
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、
お
近
く
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
相
談
で
き
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
！
・

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
「
民
生
委
員
法
」
、

「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
地
域

住
民
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　
ご
相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

言
説
服
に
９

(平成16年12月１日現在)民生委員・児童委員・壬生町福祉委員名簿

一

氏　　名 住　　　所 電話番号 担当区域 氏　　名 住　　　所 電話番号 担当区域

安納徳一郎 表町7 －16 82－1738 下表町 安田　豊治 幸町三丁目15－6 86－0574 幸町三丁目

大橋　美子 元町15－35 82－0880 下表町 栄松　澄子 幸町四丁目4 －14 86－2379
幸町副｀目･おもちやのまち

づ目１～３･三好江目

中村　敏子 表町2 －39 82一2083 中表町 盲示戸宏子 おもちゃのまち二丁目1卜16 86－1269
おもちゃのまち一ｒ目
４～９・二・四丁目

鈴木　文代 本丸二丁目22－32 82－0418 下横町・今井 山田　武雄 落合一丁目23－4 82－3033 落合

大島　　丈 本丸二丁目17－3 82－1532 上表町 高岩三千代 大字国谷586－ 1 82－4927 国谷硝･あけぼののづ

丸山　サキ 駅東町4 －23 82－0581 東下台・下台団地 山田キク工 大字国谷713－ 3 82－6098 国谷中央・国谷新田

大橋　信行 駅束町23－ 5 82－7015 駅東町礦営壬生住宅 橋田　智恵 若草町３－９ 86－2581 若草･あけぼのの一部

塩沢　ナミ 中央町2 －28 82－0625 城東町 若林　　清 大字下稲葉385 82－3409 釜ケ淵・原坪

市川フミ子 中央町６－８ 82－2854 舟町・栄町 梁島　貞男 大字下稲葉1566－1 82－4495 鹿島

福田　弘子 通町9 －28 82－0206 仲通町 田中　正博 大字上稲葉765 82－9156 下馬木・下町

塚本　和子 通町2 －24 82－0450 上通町 伊藤　陽作 大掌上稲葉219 82－9137 上町

粕尾栗治郎 大字壬生甲637－ 2 82－5439 三好町・車塚 大塚　　孝 大字七ツ石92 82－2348 本郷

戸崎　光三 大字壬生甲3689－20 82－1457 星の宮・旭町 早川　佳子 大字七ツ石764－ 2 82－2366 松原

神米マサ子 大師町9－21 82－0676 万町 早乙女ハツ 大字羽生田2412 82－9058 西部・北原

梁島　勝臣 大師町8 －30 82－2178 上新町 木野内啓一 大字羽生田532－ 1 82－3407 中央・台宿・下坪

殿塚　信昭 大字壬生乙2977－ 6 82－5704 下馬木 鈴木　邦夫 大字福和田1124 82－9163 束原・鯉沼

甫坂　　清 大字壬生甲2300－ 1 82－0844 西高野 山崎　文吉 大字福和田1001－26 82－5701 福和田

玉田　洋子 中央町8 －19 82－0069 城内 石江由美子 大字北小林167－ 5 86－1188 北小林

人見　イハ 本丸二丁目14－32 82－1240 城南 坂本　政子 大字安塚879－13 86－2991 狽協･安塚三の一部

倉井　福治 大字藤井490－ 2 82－5557 馬場・原宿 鈴木　理助 大字安塚2226－ 2 86－OI22 安塚一の一部

柏崎美代子 大字藤井1288 82－5610 田向･上坪･前宿坪･台坪 江面　キヨ 大字安塚1989－15 86－0205 安塚一の一部

有田　晃男 大字壬生甲3803－30 82－3050 至宝町南 古葉　ミツ 大字安塚931－ 7 86－2303 安塚中央の西部

尾川　洋子 至宝二丁目７－８ 82－4079 至宝町北の一部 篠原　桂子 大字安塚1954－ 1 86－0073 安塚中央の束部

荻原みい子 至宝三丁目9 －15 82－6540 至宝町北の一部 臼井　　繁 大字安塚1091 86－0533 安塚二

田崎　玲子 大字壬生丁145－II 82－3031 六美南部 荒川ノリ子 大字安塚877－46 86－2694 安塚三の一部

渡洛百合子 大字壬生丁88－5 82－6569 六美中央 粂川由美子 大字安塚1168－13 86－0180 安塚南部の一部

中川　和江 大字壬生丁287－ 1 82－0622
六美北部の一部
ひばりケFi団地 蔦　　耕一 大字安塚873－31 86－4352 安塚南部の一部

小林キミ子 大字壬生丁258－ 8 82－2280 六美北部の一部 中川　　淳 大字安塚754 86－1381 上長田

渡遺屏夕美 大字壬生丁276－ 2 82－2279 六美北部の一部 大関　ヂヨ 大字上田967－ 1 86－3728 上田

根本　信子 いずみ町８－７ 82－6117 いずみ町･六美諮のづ 中村　安宏 大字中泉300 86－0170 中泉

青柳　豊治 緑町一丁目5－11 86－0089 緑町一丁目・二丁目 渡遁　　章 大字助谷159－11 86－3659 助谷・助谷原

高間　信義 緑町三丁目14－10 86－0970 緑町三丁目・四丁目 石崎　典子 大字壬生丁112－ 1 82－2475 主回童頴(壬生駆)

上山　静香 幸町一丁目13－10 86－2182 幸町一丁目 小菅　陽子 大字羽生田2440－ 2 82－6730 主ィヨ童顔(簸地区)

松本　景子 幸町二丁目29－ 1 86－1059 幸町二丁目 渡遵　容子 大字壬生丁72－11 82－6613 主冊童顔(航跡区)
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○
　
○
　
言

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
⑩
　
　
　
　
６
千
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
　
３
千
円

壬
生
町
商
工
会
女
性
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
９
３
５
円

ニ
ュ
士
フ
イ
フ
チ
ャ
ー
チ
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
様
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

　
1
2
月
６
日
、
藤
井
小
学
校
に
お
い

て
、
開
校
児
童
（
5
4
名
）
と
壬
生
高
生

と
の
給
食
嘉
ハ
遺
文
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
藤
井
小
学
校
で
は
、
地
域
と
の
交
流

等
を
通
し
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
壬
生
高

校
と
の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
南
牧
の
交
流
は
６
年
程
前
か
ら
始

ま
り
、
「
レ
ン
グ
畑
交
流
」
や
「
運
動
会

交
流
」
、
「
学
区
内
道
路
の
ク
リ
ー
ン
活

動
」
な
ど
、
年
間
を
通
し
か
交
流
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
壬
生
高
生
徒
会
と
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
生
徒
2
6
名
が
、
１
年
か
ら
６
年
生

の
縦
割
り
班
の
中
に
入
っ
て
、
楽
し
そ

う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
給
食
を

共
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
後
は
校

庭
に
出
て
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な

ど
で
更
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

◆
町
へ
1
2
月
７
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
愛
好
者
で
つ
く
る
上
稲
葉
十
四
三
会

（
代
表
渡
辺
敏
夫
）
の
み
な
さ
ん
が
役

場
を
訪
れ
、
２
０
。
１
６
０
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
会
の
み

な
さ
ん
が
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た

ら
１
０
０
円
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。
」
で

集
ま
っ
た
善
意
の
お
金
で
す
。

　
1
2
月
1
6
日
、
壬
生
郷
友
会
（
会
長
鳥

心゛

（71T

几

　へ

｢かきごおりはおいしいな｣絵画上稲葉十四三会のみなさん

居
誠
一
郎
）
様
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
と
、
５
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
1
2
月
世
例
の
お
も
ち
や
団
地
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
が
、
お
も
ち
や
団
地
協
同

組
合
（
富
山
允
就
理
事
長
）
主
催
に
よ

り
、
只
1
2
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
の
一
部
2
0
万
円

を
、
1
2
月
2
4
日
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

心

壬生来小　２年

　原なつみ

　　　　　　　絵画「ひまわりであそんだよ」

R100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　14

　　　●
　　　固
　　　定
　　　貢
納　　産

期　　税
限

　　　都２　　市
月一計
28 j 回
目節税

２

月
の
納
税等
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